
坂
田
耕
祐
君
と
の
出
会
い

　

今
回
訪
問
し
た
坂
田
耕
祐
君
は
、
親
子
二

代
の
タ
キ
イ
園
芸
専
門
学
校
の
卒
業
生
で
す
。

父
・
将
さ
ん
は
34
回
生
、
入
社
10
年
目
で
中

堅
社
員
に
な
っ
て
い
た
私
が
、
葉
菜
科
の
鬼

軍
曹
と
し
て
圃ほ

場
で
一
緒
に
汗
を
流
し
、
鍛

え
た
生
徒
さ
ん
で
し
た
。
お
子
さ
ん
の
耕
祐

君
は
、
私
が
校
長
と
し
て
迎
え
た
生
徒
で
す
。

彼
の
場
合
は
専
攻
科
進
学
や
卒
業
後
の
進
路

相
談
を
度
々
受
け
た
こ
と
で
印
象
が
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
３
年
、
2
0
1
6

年
1
月
か
ら
独
立
し
て
農
業
を
始
め
た
耕
祐

君
を
励
ま
す
と
と
も
に
、
軟
弱
野
菜
の
匠
・

将
さ
ん
に
お
会
い
し
、
農
業
経
営
の
現
状
を

お
聞
き
す
る
目
的
で
取
材
訪
問
し
た
次
第
で

す
。

　

耕
祐
君
は
地
元
の
加
古
川
西
高
校
卒
業
後
、

滋
賀
大
学
教
育
学
部
へ
進
学
、
卒
業
後
は
民

間
企
業
ま
た
は
教
職
に
就
き
、
そ
の
後
自
営

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
在
学
中
に
食

へ
の
興
味
が
湧
き
、
農
業
に
欠
か
せ
な
い
植

物
の
生
理
生
態
や
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い

野
菜
栽
培
技
術
の
基
礎
を
習
得
す
る
目
的
で
、

父
と
同
じ
タ
キ
イ
園
芸
専
門
学
校
へ
進
学
、

本
科
・
専
攻
科
を
経
て
平
成
25
年
３
月
に
首

席
で
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業
後
直
ち
に
ご
両

親
の
も
と
で
専
従
者
給
与
を
受
け
な
が
ら
、

３
年
間
に
わ
た
り
父
親
の
プ
ロ
の
野
菜
生
産

技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
現
在
、
2
0
1
6

年
2
月
に
結
婚
し
た
恵
梨
奈
さ
ん
と
二
人
で

軟
弱
野
菜
の
周
年
栽
培
に
取
り
組
み
、
若
手

後
継
者
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
農

業
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
履
歴
書

　

坂
田
農
園
は
耕
祐
君
で
四
代
目
と
な
り
ま

す
。
初
代
・
寅
造
さ
ん
は
竹
幌
を
使
っ
て
セ

ル
リ
ー
、
パ
セ
リ
を
栽
培
し
、
神
戸
港
の
ク

イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
へ
供
給
さ
れ
た
新

進
気
鋭
の
篤
農
家
で
し
た
。
二
代
・
勉
さ
ん

は
サ
ラ
ダ
ナ
、
キ
ュ
ウ
リ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に

取
り
組
み
、
野
菜
生
産
に
欠
か
せ
な
い
良
質

な
水
を
得
る
た
め
、
先
代
が
掘
削
し
た
井
戸

を
1
5
0
ｍ
ま
で
掘
り
下
げ
、
良
質
な
六
甲

山
の
伏
流
水
を
確
保
し
、
安
定
生
産
に
努
め

ま
し
た
。
三
代
・
将
さ
ん
は
タ
キ
イ
園
芸
専

門
学
校
卒
業
後
、
兵
庫
県
農
業
大
学
校
に
進

学
さ
れ
、
卒
業
後
は
ト
マ
ト
栽
培
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
就
農
10
年
目
に
ト
マ
ト
栽
培
か
ら

大
都
市
近
郊
の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
軟
弱

野
菜（
小
ネ
ギ
、
ミ
ズ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

の
周
年
栽
培
へ
転
換
、
明
石
市
場
へ
全
量
出

荷
さ
れ
る
経
営
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
経
営

規
模
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
30
ａ
、
露
地
80
ａ
、

作
付
面
積
1
8
0
ａ
、
労
力
は
祖
母
・
信
子

さ
ん
、
将
さ
ん
夫
婦
、
耕
祐
君
夫
婦
の
5
人

で
す
。

　

現
在
、
四
代
目
の
耕
祐
君
は
「
お
客
さ
ん

目
線
の
野
菜
作
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
1
月

か
ら
坂
田
農
園
の
耕
作
地
半
分
を
譲
り
受
け
、

ハ
ウ
ス
5
棟
で
小
ネ
ギ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
ミ

ズ
ナ
、
赤
紫
ミ
ズ
ナ（
紅
法
師
）、
カ
ラ
シ
ナ

（
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ
プ
ル
ー
ム
）、
コ
マ
ツ
ナ

を
作
付
け
、
露
地
20
ａ
で
は
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

ニ
ン
ジ
ン（
紫
、
黄
色
）、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

小
カ
ブ
な
ど
、
多
品
目
少
量
出
荷
を
基
本
と

し
た
周
年
栽
培
の
経
営
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

出
荷
先
は
消
費
者
の
顔
が
見
え
る
近
隣
の

直
売
所「
に
じ
い
ろ
ふ
ぁ
～
み
ん
」、
ス
ー
パ

タキイ園芸専門学校
元・校長 福

ふく

嶋
しま

　雅
まさ

明
あき

（66回専攻科、 平成25年3月卒業）
坂
さ か

田
た

耕
こ う

祐
す け

さん兵庫県加古川市

第４回
おいしい軟弱野菜の
周年供給を目指して

↑兵庫県加古川市で直売所などを主戦場に、直販主体に軟弱野菜のほかズッキー
ニなどを経営に取り入れる坂田耕祐君。

↑耕祐君の心強いパートナーの恵梨奈さんと。
アウトドア派でスポーティーな彼女は、農業
にもジャストマッチ。軽トラのハンドルを握
ってガンガン出荷をこなす。

←
かわいいポップ作成も
恵梨奈さんの担当。

作物を
育てる、
人が育つ！
～タキイ園芸専門学校卒業生を訪ねて、
元校長が見た次代を担う若者たち～
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ー
の
地
場
野
菜
コ
ー
ナ
ー
な
ど
6
～
8
店
舗

が
中
心
で
す
。
今
年
の
売
り
上
げ
目
標
は
一

千
万
円
で
す
が
、
す
で
に
目
標
に
近
い
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
様
子
で
、
初
年
度
と
し
て

は
大
成
功
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

取
材
で
感
服
し
た
の
が
坂
田
農
園
の
土
壌

で
す
。
初
代
と
二
代
目
さ
ん
に
よ
る
豚
糞
堆た

い

肥ひ

・
鶏
糞
施
用
に
始
ま
っ
た
4
世
代
、
70
年

に
わ
た
る
土
づ
く
り
の
結
果
、
土
壌
は
肥ひ

沃よ
く

で
適
度
な
保
水
力
を
も
ち
、
握
る
と
固
ま
り

崩
せ
ば「
さ
ら
り
」と
し
て
手
に
汚
れ
が
残
り

ま
せ
ん
。
現
在
も
二
次
発
酵
し
た
牛
糞
籾
殻

堆
肥
を
購
入
し
、
二
度
切
り
返
し
た
完
熟
堆

肥
を
ハ
ウ
ス
に
10
ａ
当
た
り
春
・
秋
に
2
・

5
ｔ
、
露
地
に
5
ｔ
施
用
し
、
そ
の
上
に
ソ

ル
ゴ
ー
を
栽
培
し
て
繊
維
質
を
補
給
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
感
銘
を
受
け
た
の
が
初
代
、
二
代

と
大
型
投
資
し
て
完
備
し
た「
井
戸
」の
存
在

で
す
。
農
業
は「
種
子
」に
命
を
吹
き
込
む
良

質
な「
水
」と
発
芽
後
ス
ク
ス
ク
と
育
つ
「
土

壌
」
が
必
要
で
す
。
栽
培
の
基
本
と
な
る
土

と
水
に
心
血
を
注
い
だ
坂
田
農
園
四
代
の
地

道
な
努
力
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
成

果
は
、
夏
場
の
長
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
父
・

将
さ
ん
の
見
事
な
小
ネ
ギ
の
畑
や
、
耕
祐
君

が
初
作
付
し
た
フ
ァ
イ
ト
リ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ

の「
紅
法
師
」や
「
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ
プ
ル
ー

ム
」
の
上
々
の
作
柄
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

農
家
の
財
産
は「
土
」と「
水
」と
い
う
基
本
を

再
認
識
で
き
ま
し
た
。

耕
祐
君
の
課
題

　

父
の
も
と
３
年
間
の
修
業
で
得
た
も
の
は
、

農
業
の
プ
ロ
は
職
人
的
な
神
技
を
持
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
植
物
を
よ
く
観
察
し
、
や

る
べ
き
こ
と
を
科
学
的
に
的
確
に
判
断
し
て

行
え
ば
作
物
は
立
派
に
育
ち
、
初
心
者
が
就

農
し
て
も
立
派
に
栽
培
で
き
る
農
業
技
術
を

体
得
し
た
自
信
で
す
。

　

現
在
、
独
立
し
て
恵
梨
奈
さ
ん
と
二
人
で

営
農
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
の
雇
用
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
売
り
上
げ
を
伸

ば
す
こ
と
よ
り
、
仕
事
と
生
活
を
明
確
に
分

け
た
合
理
的
な
農
業
経
営
を
確
立
し
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
以
上
の
年
収
を
目
指
し
た
い
。
農

業
は
大
変
可
能
性
の
あ
る
職
種
と
実
感
し
た

の
で
、
毎
日
が
充
実
し
て
楽
し
い
と
現
状
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
挑
戦
し
た
い
品
目
は
、
レ
タ
ス
の

サ
ニ
ー
、
ロ
メ
イ
ン
や
紫
ニ
ン
ジ
ン
、
黄
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
収
穫
作
業
が
容
易
で
直
売
所
で

買
い
手
の
目
を
引
く
品
目
で
す
。
今
や
市
場

情
報
は
簡
単
に
携
帯
端
末
で
入
手
で
き
ま
す
。

し
か
も
消
費
者
が
減
少
す
る
時
代
の
対
応
と

し
て
、
少
量
多
品
目
を
周
年
に
わ
た
り
継
続

出
荷
す
る
こ
と
が
収
益
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
、
農
業
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
に
基
づ

く
生
産
・
販
売
方
式
を
少
し
転
換
す
る
こ
と

で
新
規
需
要
が
開
拓
で
き
、
新
規
就
農
者
で

も
チ
ャ
ン
ス
は
無
限
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
先
祖
の

す
ば
ら
し
い
土
と
水
の
財
産
を
維
持
・
活
用

し
な
が
ら
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
付
加

価
値
を
付
け
た
生
産
物
の
周
年
安
定
供
給
が

耕
祐
君
の
課
題
で
す
。

取
材
を
終
え
て

　

在
学
中
は
常
に
精
神
的
な
焦
り
が
感
じ
ら

れ
た
耕
祐
君
が
、
就
農
し
て
逆
に
落
ち
着
き

と
余
裕
を
も
ち
、
自
信
さ
え
漂
う
変
化
を
見

せ
て
く
れ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
「
経
営

を
分
け
て
か
ら
力
が
入
り
見
違
え
る
よ
う
だ
」

と
父
・
将
さ
ん
の
談
。
「
恵
梨
奈
さ
ん
は
よ

い
子
で
い
つ
も
仲
よ
く
一
緒
に
働
い
て
い
る
、

自
分
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
く
て
は
」
と
母
・

栄
子
さ
ん
。
祖
母
・
ご
両
親
共
々
温
か
く
二

人
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
生
活
に
話
題
が

移
り
、
父
・
将
さ
ん
は「
夏
の
陣
」「
馬
ふ
ん

振
り
」「
う
さ
ぎ
狩
り
」の
思
い
出
や
、
卒
業

後
も
全
国
の
友
人
と
物
産
会（
野
菜
交
換
）を

継
続
し
て
い
る
こ
と
な
ど
聞
か
せ
て
く
れ
な

が
ら
、
懐
か
し
い
生
徒
の
名
前
が
出
る
た
び

に
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
耕
祐
君

は
在
学
時
の
思
い
出
に
つ
い
て
、「
農
業
法
人

か
ら
派
遣
さ
れ
た
年
長
の
友
人
は
、
や
る
気

の
度
合
い
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
と
常
に

実
習
で
競
争
を
す
る
う
ち
、
自
分
も
将
来
の

目
標
が
定
ま
り
俄が

然ぜ
ん

や
る
気
が
出
て
き
た
ん

で
す
」
と
、
切
磋
琢
磨
し
た
友
人
た
ち
が
宝

だ
と
目
を
細
め
て
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
都
市
神
戸
に
近
い
加
古
川
市
で
、
自
分

の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
軟
弱
野
菜
の
周
年
栽

培
に
挑
戦
す
る
耕
祐
君
と
恵
梨
奈
さ
ん
の
若

い
二
人
の
新
農
家
が
誕
生
し
た
ば
か
り
で
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
平
成
28
年
11
月
2
日
）

↑父の将さんは、筆者も感心する確かな技術でミズナ、
青ネギなど栽培する。

↑新たな農業のスタイルを目指す坂田君の気持ちを受
け止め話を聞く筆者。
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